
82

82

86

2027年

2026→2027

2027年春から面接を全員必須に，特色選抜を導入

学力検査・調査書・面接（・特色検査）の配点が異なる2段階の選抜

２５２
２６２

５

１
インフルエンザなどで欠席した場合
は3/2の追検査を受けられるよ

（2/12は郵送による提出）
2/12・15・16に

同日に特色検査を実施する場合あり

全員が学力検査・面接を受検

など

高校は実施検査あり
高校で作文（小論文）を実施

■定員200名／受験者300名 「第 1次選抜60％」「第 2次選抜40％」の場合　

受験者300名（倍率1.5倍）　

第1次選抜 合格120名

第2次選抜 合格80名

180名

100名

合格　200名

180

80

120

学力検査の得点と調査書点，面接点，学校によっては
作文（小論文）や実技検査の得点も合計

各高校の倍率を県ホームページなどで確認
し，必要あれば変更を検討しよう！

ウェブ発表だよ。合格
なら受験校で書類を受
け取ろう！

一般募集で合格者が定員に満たない
高校のみ実施だよ

17 18

26～2  91出願入力

特色検査

面接 ●2027年春の変更点
「共通選抜」「特色選抜」から高校が選択
学力検査：マークシート方式を導入
調査書：「特別活動等の記録」「出欠の記録」
「その他」を廃止
➡「各教科の学習の記録」「総合的な学習の
時間の記録」のみ記載
面接：一部高校で実施➡全員必須に（自己
評価資料を提出）
特色検査：特色選抜の実施校で実技・作文
（小論文）を加えた選抜が可能に

選抜実施内容・・・入学者を選抜する資料の配点や扱い方を記載

選抜実施内容

の場合→1次20～80%,　2次20～80%

数・英

　　芸術系・体育系の学科・コースで「実技検査」が実施されるほか，「英語による問答(実技)」
「作文(小論文)」の実施が可能　「作文(小論文)」は時間30～60分，字数600～1000字が原則

「学力検査基本点＋調査書＋面接」
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　前ページの選抜実施内容を参考に，合計点（p81「選抜実施内容」の選抜資料配点⑤⑩）を具体的に求めて
みましょう。

解答 （ア）「学力検査」は傾斜配点をせずに合計するので， 340点です。
（イ）「調査票の扱い」は225点満点であるのに対し， 200点満点に換算するので　　 倍します。
　　　したがって， 184点✕　　 ＝163.56点。少数第１位を四捨五入するので，164点です。
（ウ）「面接」は第１次選抜が30点満点であるのに対し， 第２次選抜では60点満点なので， 
　　　２倍します。したがって， 25点✕２＝50点です。
（エ）（ア）， （イ）， （ウ）の得点を合計します。340点＋164点＋50点＝554点となります。

225
200

225
200

２学期の成績 （前期・後期制の場合は前期の成績に
可能なかぎり後期の成績を加味） が記載されます。
受験生の調査書の内容は３年次の12月～２月上旬に
「学習の記録等通知書」として，担任の先生から保護
者へ通知されるようになっています。

県立浦和（2027年）は１年：２年：３年＝１：１：２で，
３年次の内申を重く見ているといえます。 なお，３学
期制の中学校における３年次成績については，１・

調査書
38

146383634

3634

★p81｢選抜実施内容｣における「調査書」の得点は，以下のように計算されます。

　共通選抜の場合，学力検査500点満点に対して，調査書の配点は200点・300点・400点のいずれかに換算。
調査書を上限の400点満点とした場合でも，学力検査の扱いが大きくなる配点となっています。多くの高校で
は１次と２次で調査書の換算点を変えて選抜しています。

学力検査と調査書の重要度は？
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「共通選抜」はどのように選抜される？

3％ 8％

「特色選抜」はどのように選抜される？

※特色検査の配点合計は学力検査基本点500点・調査書・面接の配点合計以内に設定

「特色検査」 ≦ 「学力検査＋調査書＋面接（500＋750＝1250点）」

84

「共通選抜」はどのように選抜される？

3％ 8％

「特色選抜」はどのように選抜される？

※特色検査の配点合計は学力検査基本点500点・調査書・面接の配点合計以内に設定

「特色検査」 ≦ 「学力検査＋調査書＋面接（500＋750＝1250点）」
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○各教科の学習の記録＝「評定」
各教科で第１学年・第２学年・第
３学年の成績が５段階で記入され
ます。各学年の合計を「１年１：
２年１：３年２」など高校が設定
する比率を乗じた合計が調査書の
基本点となります。
○総合的な学習の時間の記録
第３学年の第１学期・第２学期の
学習を中心に，学習の状況や成果
などの評価等が記述されます。

部活動や委員会活動，資格取得など，
学校内外での活動については，出願時
に提出する「自己評価資料」に記入し，
面接で参考にされます。

  

　　   　　  

　 　　　 　  　　 　

  　

 

　 　　　 　　　　 　 　 　

  

　　　

20262027 木
2026

＊英語はリスニングテストを含む。

＊

（2027 年春予定）

252

2027年春からは｢特別活動等の記録｣｢出欠の記録｣｢その他｣の項目を廃止｡
｢各教科の学習の記録｣｢総合的な学習の時間の記録｣のみ記載に｡

配点は各教科100点で，　500点満点。　県の共通問題で実施されます（数・英は学校選択問題の場合
あり）。検査時に使用を認められているものは鉛筆・消しゴム・三角定規・コンパスです。

 ➡学年ごとに各教科の成績
　 を記録した資料

学校選択問題

傾斜配点

　2017年より高校の判断で，数学・英語の一部に「学校選択問題」が実施できるようになりま
した。作問は県教育委員会が行い，共通問題より難度が高い応用的な内容になります。
2027年春実施校（予定）：浦和・浦和第一女子・浦和西・大宮・春日部・川口北・川越・川越女
子・川越南・熊谷・熊谷女子・熊谷西・越ヶ谷・越谷北・所沢・所沢北・不動岡・和光国際・
蕨・市立浦和・市立大宮北・川口市立 ※各校とも数・英で実施

自己評価資料
出願時に全員が提出　→面接の補助資料として活用（得点の算出には使用しない）
①全校共通の設問
「これまでの自分の体験を振り返り，力を注いだことや努力をしたこと，高等学校入学後や将
来取り組んでみたいこと，自己ＰＲなどについて，自分の考えを書いてください」 
②学校独自項目
　事前に発表される「選抜実施内容」に設問を指定した高校は，それに沿って記入します。
学校独自項目の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
浦和：あなたの考える「時代の求めるリーダー」とは何ですか，そうしたリーダーを目指す上
で，高校入学後にどのようなことに取り組みたいと思いますか
越谷南：課外活動（部活動やクラブ活動）または資格取得等において，目標を達成するために
した努力の過程を体験や成果を交えて書いてください

○実際の流れ
（１）My Voice(マイボイス) 《一人あたり１分30秒～２分程度》
　中学校生活や校外活動を振り返りながら，自分の言葉で経験や将来への思いを伝える。
（２） 質問・応答 《一人あたり３分30秒～６分程度》
　２名以上の面接委員が（１）の内容について質問。
　「なぜそうしようと思ったのか？」「その経験を通して何に気づき，何を学び，何を考えたか？」
　「どんな高校生活を送りたいか？」「どんな人生や未来をつくっていきたいか？」など
○評価の観点　「①主体的・協働的な学びの力」「②自らの人生や社会の未来を切り拓く力」
　面接委員２名以上を１組として①②を各３段階で評価のうえ得点を算出

　特色検査を実施する場合，３教科まで「150点満点」「200点満点」の設定が可能になっています。
2026年春までは専門学科の一部で傾斜配点が採用されていましたが，2027年からは普通科でも実
施が可能になりました。
2027年春実施校の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
○普通科
　浦和 : 1次 ･ 2次 ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計600点
　浦和第一女子 : 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　川越 : 2次 ｢国語×1.5｣ ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計650点
　川越女子 : 1次 ･ 2次 ｢国語×2｣ ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計800点
　川越南 : 1次 ･ 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　所沢 : 1次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
○外国語科・国際科（コース）
　大宮光陵・春日部女子・越谷南・坂戸・南稜・和光国際：1次・2次「英語×2」 → 5教科計600点
○人文科
　春日部東：1次・2次「国語×2」「社会×2」「英語×2」 → 5教科計800点
○理数科
　大宮・川口市立・熊谷西・所沢北・松山：1次・2次「数学×2」「理科×2」 → 5教科計700点

 ➡　2027 年春から受験者全員が「自己評価資料」を提出のうえ面接
　　必須に「個人面接」「集団面接」から各高校が選択して行う
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　「なぜそうしようと思ったのか？」「その経験を通して何に気づき，何を学び，何を考えたか？」
　「どんな高校生活を送りたいか？」「どんな人生や未来をつくっていきたいか？」など
○評価の観点　「①主体的・協働的な学びの力」「②自らの人生や社会の未来を切り拓く力」
　面接委員２名以上を１組として①②を各３段階で評価のうえ得点を算出

　特色検査を実施する場合，３教科まで「150点満点」「200点満点」の設定が可能になっています。
2026年春までは専門学科の一部で傾斜配点が採用されていましたが，2027年からは普通科でも実
施が可能になりました。
2027年春実施校の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
○普通科
　浦和 : 1次 ･ 2次 ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計600点
　浦和第一女子 : 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　川越 : 2次 ｢国語×1.5｣ ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計650点
　川越女子 : 1次 ･ 2次 ｢国語×2｣ ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計800点
　川越南 : 1次 ･ 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　所沢 : 1次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
○外国語科・国際科（コース）
　大宮光陵・春日部女子・越谷南・坂戸・南稜・和光国際：1次・2次「英語×2」 → 5教科計600点
○人文科
　春日部東：1次・2次「国語×2」「社会×2」「英語×2」 → 5教科計800点
○理数科
　大宮・川口市立・熊谷西・所沢北・松山：1次・2次「数学×2」「理科×2」 → 5教科計700点

 ➡　2027 年春から受験者全員が「自己評価資料」を提出のうえ面接必須に
　　「個人面接」「集団面接」から各高校が選択して行う
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2027春実施校(2025年12月｢選抜実施内容｣暫定版より)

価では「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」の 3 つの評価観点から，
達成度によって 5 段階で評価されます。

特色検査について知っておこう！

越生翔桜（美術表現）
蓮田松韻〔蓮田・菖蒲を統合〕，
栗橋北彩〔栗橋・北川辺を統合〕，
吹上秋桜〔吹上・鴻巣（定時制）・
熊谷女子（定時制）・深谷商業
（定時制）を統合〕
（～2014年）春日部

2018年
（平成30年）

2021年
（令和3年）

2022年
（令和4年）

2016年
（平成28年）

（～2021年）浦和第一女子，川越女子，熊谷，
不動岡，松山

（～2030年）春日部

（～2026年）川越女子，市立大宮北，川口市立

（～2028年）所沢北・熊谷西

飯能〔飯能・飯能南を統合〕，児玉〔児玉白楊・児玉を統合〕
（～2027年）浦和第一女子，越谷北，松山

進学指導重点推進校（～2012年）：県立浦和，浦和第一女子，浦和西，大宮，春日部，
県立川越，川越女子，熊谷，熊谷女子，越谷北，不動岡
（～2015年）県立川越，川越女子，熊谷，不動岡

2017年
（平成29年）

　埼玉県では，少子化への対応と公立高校の活性化を
目指し，高校の再編が進められてきました。「21世紀い
きいきハイスクール推進計画」などにより1999年に153
校あった県立の全日制高校は134校に削減（2018年時
点）。さらに2029年までに121～124校程度，2038年まで

に112～116校程度再編する検討が進められています。
一方，入試制度は2010年に大変革が行われた後，2012
年に前期・後期募集が１本化され，2017年には「学校
選択問題」を導入。2027年には「面接必須化」「特色選
抜新設」などの変更が予定されています。

川口市立…併設中学を開校

2024年
（令和6年）

2026年
（令和8年）

2027年
（令和9年）
  ～〔予定〕

2023年
（令和5年）

・前期募集枠を総定員の80％程度に拡大
・前期で５教科の学力検査を実施　・後期の学力検査を５→３教科に
・前後期ともに各校選抜基準を事前に公表
・学力検査，調査書（学校により実技検査または面接を実施）の各得点に各校が
定める定数を乗じた換算点の合計値に基づく選抜に（「学力検査」：「調査書」の
比率は，１次選抜では「6：4」～「4：6」，２次選抜では「7：3」～「3：7」からの選抜）

川口市立（市立川口・川口総合・県陽を統合）
市立大宮西（2019年に中等教育学校へ移行）

　　　　  幸手桜〔幸手商業・幸手を統合〕，ふじみ野〔大井・福岡を統合〕，吉川美南〔吉川・草
加（定時制）を統合〕，豊岡〔豊岡・入間を統合〕，本庄〔本庄・本庄北を統合〕

（～2020年）浦和第一女子
　　　　・学力検査の社・理を各40分→各50分に　
・学力検査の数・英で一部に「学校選択問題」の実施が可能に

　　　　・調査書の部活動に関する記入
　を「その他」の欄に移動

所沢北…理数科を設置　熊谷…単位制に移行　三郷…普通科・情報コースを一括募集に
（～2020年）市立大宮北

和光，岩槻北陵，皆野，鳩山，八潮，浦和工業

和光国際〔和光国際・和光を統合〕，岩槻〔岩槻・岩槻北陵
を統合〕，秩父〔秩父・皆野を統合／国際教養科新設〕，越生
翔桜〔越生・鳩山を統合〕，八潮フロンティア〔八潮南・八
潮を統合〕，大宮科学技術〔大宮工業・浦和工業を統合〕

　　　　《2027年》・面接を必須化（自己評価資料を提出）
・調査書の記載を「学習の記録」のみに
・特色検査（実技・作文）を加えた判定が可能な「特色選抜」の
　実施が可能に

学校選択問題

傾斜配点

　2017年より高校の判断で，数学・英語の一部に「学校選択問題」が実施できるようになりま
した。作問は県教育委員会が行い，共通問題より難度が高い応用的な内容になります。
2027年春実施校（予定）：浦和・浦和第一女子・浦和西・大宮・春日部・川口北・川越・川越女
子・川越南・熊谷・熊谷女子・熊谷西・越ヶ谷・越谷北・所沢・所沢北・不動岡・和光国際・
蕨・市立浦和・市立大宮北・川口市立 ※各校とも数・英で実施

自己評価資料
出願時に全員が提出　→面接の補助資料として活用（得点の算出には使用しない）
①全校共通の設問
「これまでの自分の体験を振り返り，力を注いだことや努力をしたこと，高等学校入学後や将
来取り組んでみたいこと，自己ＰＲなどについて，自分の考えを書いてください」 
②学校独自項目
　事前に発表される「選抜実施内容」に設問を指定した高校は，それに沿って記入します。
学校独自項目の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
浦和：あなたの考える「時代の求めるリーダー」とは何ですか，そうしたリーダーを目指す上
で，高校入学後にどのようなことに取り組みたいと思いますか
越谷南：課外活動（部活動やクラブ活動）または資格取得等において，目標を達成するために
した努力の過程を体験や成果を交えて書いてください

○実際の流れ
（１）My Voice(マイボイス) 《一人あたり１分30秒～２分程度》
　中学校生活や校外活動を振り返りながら，自分の言葉で経験や将来への思いを伝える。
（２） 質問・応答 《一人あたり３分30秒～６分程度》
　２名以上の面接委員が（１）の内容について質問。
　「なぜそうしようと思ったのか？」「その経験を通して何に気づき，何を学び，何を考えたか？」
　「どんな高校生活を送りたいか？」「どんな人生や未来をつくっていきたいか？」など
○評価の観点　「①主体的・協働的な学びの力」「②自らの人生や社会の未来を切り拓く力」
　面接委員２名以上を１組として①②を各３段階で評価のうえ得点を算出

　特色検査を実施する場合，３教科まで「150点満点」「200点満点」の設定が可能になっています。
2026年春までは専門学科の一部で傾斜配点が採用されていましたが，2027年からは普通科でも実
施が可能になりました。
2027年春実施校の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
○普通科
　浦和 : 1次 ･ 2次 ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計600点
　浦和第一女子 : 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　川越 : 2次 ｢国語×1.5｣ ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計650点
　川越女子 : 1次 ･ 2次 ｢国語×2｣ ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計800点
　川越南 : 1次 ･ 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　所沢 : 1次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
○外国語科・国際科（コース）
　大宮光陵・春日部女子・越谷南・坂戸・南稜・和光国際：1次・2次「英語×2」 → 5教科計600点
○人文科
　春日部東：1次・2次「国語×2」「社会×2」「英語×2」 → 5教科計800点
○理数科
　大宮・川口市立・熊谷西・所沢北・松山：1次・2次「数学×2」「理科×2」 → 5教科計700点

 ➡　2027 年春から受験者全員が「自己評価資料」を提出のうえ面接
　　必須に「個人面接」「集団面接」から各高校が選択して行う

88

2027春実施校(2025年12月｢選抜実施内容｣暫定版より)

価では「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体
的に学習に取り組む態度」の 3 つの評価観点から，
達成度によって 5 段階で評価されます。

特色検査について知っておこう！

越生翔桜（美術表現）
蓮田松韻〔蓮田・菖蒲を統合〕，
栗橋北彩〔栗橋・北川辺を統合〕，
吹上秋桜〔吹上・鴻巣（定時制）・
熊谷女子（定時制）・深谷商業
（定時制）を統合〕
（～2014年）春日部

2018年
（平成30年）

2021年
（令和3年）

2022年
（令和4年）

2016年
（平成28年）

（～2021年）浦和第一女子，川越女子，熊谷，
不動岡，松山

（～2030年）春日部

（～2026年）川越女子，市立大宮北，川口市立

（～2028年）所沢北・熊谷西

飯能〔飯能・飯能南を統合〕，児玉〔児玉白楊・児玉を統合〕
（～2027年）浦和第一女子，越谷北，松山

進学指導重点推進校（～2012年）：県立浦和，浦和第一女子，浦和西，大宮，春日部，
県立川越，川越女子，熊谷，熊谷女子，越谷北，不動岡
（～2015年）県立川越，川越女子，熊谷，不動岡

2017年
（平成29年）

　埼玉県では，少子化への対応と公立高校の活性化を
目指し，高校の再編が進められてきました。「21世紀い
きいきハイスクール推進計画」などにより1999年に153
校あった県立の全日制高校は134校に削減（2018年時
点）。さらに2029年までに121～124校程度，2038年まで

に112～116校程度に再編する検討が進められています。
一方，入試制度は2010年に大変革が行われた後，2012
年に前期・後期募集が１本化され，2017年には「学校
選択問題」を導入。2027年には「面接必須化」「特色選
抜新設」などの変更が予定されています。

川口市立…併設中学を開校

2024年
（令和6年）

2026年
（令和8年）

2027年
（令和9年）
  ～〔予定〕

2023年
（令和5年）

・前期募集枠を総定員の80％程度に拡大
・前期で５教科の学力検査を実施　・後期の学力検査を５→３教科に
・前後期ともに各校選抜基準を事前に公表
・学力検査，調査書（学校により実技検査または面接を実施）の各得点に各校が
定める定数を乗じた換算点の合計値に基づく選抜に（「学力検査」：「調査書」の
比率は，１次選抜では「6：4」～「4：6」，２次選抜では「7：3」～「3：7」からの選抜）

川口市立（市立川口・川口総合・県陽を統合）
市立大宮西（2019年に中等教育学校へ移行）

　　　　  幸手桜〔幸手商業・幸手を統合〕，ふじみ野〔大井・福岡を統合〕，吉川美南〔吉川・草
加（定時制）を統合〕，豊岡〔豊岡・入間を統合〕，本庄〔本庄・本庄北を統合〕

（～2020年）浦和第一女子
　　　　・学力検査の社・理を各40分→各50分に　
・学力検査の数・英で一部に「学校選択問題」の実施が可能に

　　　　・調査書の部活動に関する記入
　を「その他」の欄に移動

所沢北…理数科を設置　熊谷…単位制に移行　三郷…普通科・情報コースを一括募集に
（～2020年）市立大宮北

和光，岩槻北陵，皆野，鳩山，八潮，浦和工業

和光国際〔和光国際・和光を統合〕，岩槻〔岩槻・岩槻北陵
を統合〕，秩父〔秩父・皆野を統合／国際教養科新設〕，越生
翔桜〔越生・鳩山を統合〕，八潮フロンティア〔八潮南・八
潮を統合〕，大宮科学技術〔大宮工業・浦和工業を統合〕

　　　　《2027年》・面接を必須化（自己評価資料を提出）
・調査書の記載を「学習の記録」のみに
・特色検査（実技・作文）を加えた判定が可能な「特色選抜」の
　実施が可能に

学校選択問題

傾斜配点

　2017年より高校の判断で，数学・英語の一部に「学校選択問題」が実施できるようになりま
した。作問は県教育委員会が行い，共通問題より難度が高い応用的な内容になります。
2027年春実施校（予定）：浦和・浦和第一女子・浦和西・大宮・春日部・川口北・川越・川越女
子・川越南・熊谷・熊谷女子・熊谷西・越ヶ谷・越谷北・所沢・所沢北・不動岡・和光国際・
蕨・市立浦和・市立大宮北・川口市立 ※各校とも数・英で実施

自己評価資料
出願時に全員が提出　→面接の補助資料として活用（得点の算出には使用しない）
①全校共通の設問
「これまでの自分の体験を振り返り，力を注いだことや努力をしたこと，高等学校入学後や将
来取り組んでみたいこと，自己ＰＲなどについて，自分の考えを書いてください」 
②学校独自項目
　事前に発表される「選抜実施内容」に設問を指定した高校は，それに沿って記入します。
学校独自項目の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
浦和：あなたの考える「時代の求めるリーダー」とは何ですか，そうしたリーダーを目指す上
で，高校入学後にどのようなことに取り組みたいと思いますか
越谷南：課外活動（部活動やクラブ活動）または資格取得等において，目標を達成するために
した努力の過程を体験や成果を交えて書いてください

○実際の流れ
（１）My Voice(マイボイス) 《一人あたり１分30秒～２分程度》
　中学校生活や校外活動を振り返りながら，自分の言葉で経験や将来への思いを伝える。
（２） 質問・応答 《一人あたり３分30秒～６分程度》
　２名以上の面接委員が（１）の内容について質問。
　「なぜそうしようと思ったのか？」「その経験を通して何に気づき，何を学び，何を考えたか？」
　「どんな高校生活を送りたいか？」「どんな人生や未来をつくっていきたいか？」など
○評価の観点　「①主体的・協働的な学びの力」「②自らの人生や社会の未来を切り拓く力」
　面接委員２名以上を１組として①②を各３段階で評価のうえ得点を算出

　特色検査を実施する場合，３教科まで「150点満点」「200点満点」の設定が可能になっています。
2026年春までは専門学科の一部で傾斜配点が採用されていましたが，2027年からは普通科でも実
施が可能になりました。
2027年春実施校の例（2025年12月「選抜実施内容」暫定版より）
○普通科
　浦和 : 1次 ･ 2次 ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計600点
　浦和第一女子 : 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　川越 : 2次 ｢国語×1.5｣ ｢数学×1.5｣ ｢英語×1.5｣ → 5教科計650点
　川越女子 : 1次 ･ 2次 ｢国語×2｣ ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計800点
　川越南 : 1次 ･ 2次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
　所沢 : 1次 ｢数学×2｣ ｢英語×2｣ → 5教科計700点
○外国語科・国際科（コース）
　大宮光陵・春日部女子・越谷南・坂戸・南稜・和光国際：1次・2次「英語×2」 → 5教科計600点
○人文科
　春日部東：1次・2次「国語×2」「社会×2」「英語×2」 → 5教科計800点
○理数科
　大宮・川口市立・熊谷西・所沢北・松山：1次・2次「数学×2」「理科×2」 → 5教科計700点

 ➡　2027 年春から受験者全員が「自己評価資料」を提出のうえ面接
　　必須に「個人面接」「集団面接」から各高校が選択して行う
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